




Relationship between Grammatical Ability and Listening Ability:
Focusing on the Subject of Request or Permission Expression of the Verbs that 





















[Abstract] There is a question as to what practice methods are effective for improving 
listening ability at the intermediate level. According to Okazaki (2001), if the purpose 
of listening is given at the start, then the rest of the listening is accompanied by partly 
automatic predictions of what to expect. The question then arises of what degree of 
correctness in grammatical ability is necessary for that purpose. In order to grasp the 
relationship between grammatical ability and listening ability, a study was carried out 
to determine what learners of the Japanese language find difficult, and what conditions 
result in a lower percentage of correct answers, when the learners are asked to identify 
the subject in problems focused on verbs that mean giving and receiving and on 
causative expressions requesting or granting permission.
The study subjects were language learners who were native Chinese language 
speakers, 10 of them at the beginning to intermediate levels and 43 at the intermediate 
to advanced levels. They were asked to listen once each to questions from Shin 
wakuwaku bunpo risuningu 100 (Mastering Japanese by Ear), section 53 (expressions 
of permission and asking using verbs that mean giving and receiving) and section 84 
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(expressions of permission and asking using verbs that mean giving and receiving and 
causative forms). Then they were asked what the grammatical subject was, and the 
percentage of answers correctly identifying the subject was calculated.
A comparison was then made of those percentages of correct answers and the number 
of times the sentence patterns were presented in nine volumes selected from five 
series of textbooks. In the case of expressions of asking and permission with verbs 
that mean giving and receiving, the percentages of correct answers differed by 
sentence pattern even when the study topics were of the same type, indicating that 
there were differences in the degree of difficulty for the language learners. It also 
seemed conceivable that these differences are related to differences in how the various 
instructional materials handled the sentence patterns in them, since there could be 
some sentence patterns that the language learners were accustomed to hearing and 
other sentence patterns they were not. The percentage of correct answers was also 
conspicuously lower in cases when directional verbs and causative forms were used.
These results brought renewed recognition that those grammatical points that are 
easily confused in teaching are also difficult to comprehend in listening. The observation 
offered here, therefore, is that it is important to conduct listening comprehension drills 
that emphasize grammatical points, as well, even at the intermediate level.
 [Key Words]  Listening ability, verbs that mean giving and receiving, causative, 
































































【53 課】 正答人数 正答率【84 課】 正答人数 正答率
①見てもいいですか 10 100% ①開けてくれる？ 6 60%





④取ってもらえない？ 2 20% ④後ろを通らせてください 1 10%
⑤開けてもいい？ 9 90% ⑤取ってくれない？ 9 90%
⑥来てくれる？ 7 70% ⑥名前を書いていただけますか 7 70%
⑦読んでもいいでしょうか 9 90% ⑦欠席させてもらえませんか 6 60%
⑧説明してくださいませんか 10 100% ⑧貸してもらえますか 8 80%















【53 課】 正答人数 正答率【84 課】 正答人数 正答率
①見てもいいですか 34 79% ①開けてくれる？ 42 98%





④取ってもらえない？ 26 60% ④後ろを通らせてください 23 53%
⑤開けてもいい？ 40 93% ⑤取ってくれない？ 43 100%
⑥来てくれる？ 37 86% ⑥名前を書いていただけますか 37 86%
⑦読んでもいいでしょうか 41 95% ⑦欠席させてもらえませんか 38 88%
⑧説明してくださいませんか 42 98% ⑧貸してもらえますか 29 67%




















初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人














































文型 課 問題【肯定】 正答人数 正答率 課 問題【否定】 正答人数 正答率
てくれる 【84 課】①開けてくれる？ 6 60% 【53 課】
⑫ 閉 め て く れ な
い？
4 40%
てくれる 【53 課】⑥来てくれる？ 7 70% 【84 課】


















文型 課 問題【肯定】 正答人数 正答率 課 問題【否定】 正答人数 正答率
てくれる 【84 課】①開けてくれる？ 42 98%【53 課】
⑫ 閉 め て く れ な
い？
38 88%
てくれる 【53 課】⑥来てくれる？ 37 86%【84 課】




































初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人
課 問題 正答人数 正答率 課 問題 正答人数 正答率
【53 課】④取ってもらえない？ 2 20%【53 課】④取ってもらえない？ 26 60%



































初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人
課 問題 正答人数 正答率 課 問題 正答人数 正答率
【53 課】
②送っていただけます



























































方向性のある動詞 初中級レベル 中上級レベル 方向性のない動詞 初中級レベル 中上級レベル
課 問題 正答人数 正答率 正答人数 正答率 課 問題 正答人数 正答率 正答人数 正答率
【84課】②説明させてくださいませんか 3 30% 25 58%【84課】
④後ろを通らせてく
ださい 1 10% 23 53%
【53課】②送っていただけますか 5 50% 30 70%【53課】
④取ってもらえな
い？ 2 20% 26 60%
【84課】③連絡してもらえないでしょうか 7 70% 39 91%【84課】⑨やらせてくれる？ 2 20% 33 77%
【84課】⑧貸してもらえますか 8 80% 29 67%【53課】⑫閉めてくれない？ 4 40% 38 88%
【53課】⑧説明してくださいませんか 10 100% 42 98%【84課】①開けてくれる？ 6 60% 42 98%
平均正答率 66% 77%【84課】⑦欠席させてもらえませんか 6 60% 38 88%
【84課】⑩迎えに来ていただけないでしょうか 6 60% 36 84%
【53課】⑨手伝ってもらえませんか 6 60% 40 93%
【53課】⑥来てくれる？ 7 70% 37 86%
【53課】⑪撮ってもよろしいでしょうか 7 70% 40 93%
【53課】⑭歩いてくださいませんか 7 70% 43 100%
【53課】⑮休んでもいいでしょうか 7 70% 42 98%
【84課】⑥名前を書いていただけますか 7 70% 37 86%
【53課】③使ってもいいですか 8 80% 42 98%
【53課】⑩帰ってもいい？ 8 80% 38 88%
【53課】⑬取っていただけませんか 8 80% 35 81%
【53課】⑤開けてもいい？ 9 90% 40 93%
【53課】⑦読んでもいいでしょうか 9 90% 41 95%
【84課】⑤取ってくれない？ 9 90% 43 100%













方向性のある動詞 初中級レベル 中上級レベル 方向性のない動詞 初中級レベル 中上級レベル
課 問題 正答人数 正答率 正答人数 正答率 課 問題 正答人数 正答率 正答人数 正答率
【53課】②送っていただけますか 5 50% 30 70%【84課】
⑥名前を書いていた














初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人








































初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人

























初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人
課 問題 正答人数 正答率 課 問題 正答人数 正答率
【53課】④取ってもらえない？ 2 20%【53課】④取ってもらえない？ 26 60%
【84課】⑨やらせてくれる？ 2 20%【84課】⑨やらせてくれる？ 33 77%
【53課】⑫閉めてくれない？ 4 40%【53課】①見てもいいですか 34 79%
【84課】①開けてくれる？ 6 60%【53課】⑥来てくれる？ 37 86%
【53課】⑥来てくれる？ 7 70%【53課】⑩帰ってもいい？ 38 88%
【53課】⑩帰ってもいい？ 8 80%【53課】⑫閉めてくれない？ 38 88%
【53課】⑤開けてもいい？ 9 90%【53課】⑤開けてもいい？ 40 93%
【84課】⑤取ってくれない？ 9 90%【84課】①開けてくれる？ 42 98%
【53課】①見てもいいですか 10 100%【84課】⑤取ってくれない？ 43 100%




初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人













































平均正答率 65% 平均正答率 85%
表13 尊敬表現による依頼文の正答率
初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人


































































初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人
文体 課 問題 正答人数 正答率 文体 課 問題 正答人数 正答率
普通体 【53課】④取ってもらえない？ 2 20% 普通体 【53課】④取ってもらえない？ 26 60%
普通体 【84課】⑨やらせてくれる？ 2 20%
普通体 【53課】⑫閉めてくれない？ 4 40%
普通体 【84課】①開けてくれる？ 6 60%
丁寧体 【84課】④後ろを通らせてください 1 10% 丁寧体 【84課】④後ろを通らせてください 23 53%
丁寧体 【84課】⑦欠席させてもらえませんか 6 60%































































『みんなの日本語初級Ⅱ』 14 回 4回
『新日本語の中級』 ９回
『文化中級日本語Ⅰ』 ７回 １回 １回
『文化中級日本語Ⅱ』 ２回 ２回
『上級へのとびら』 ４回 ３回
『日本語生中継初中級編１』 ３回 5 回
『日本語生中継初中級編２』 １回 2 回
『日本語生中継中上級編』 １回 10 回
　次に、表16は4.1.3尊敬表現の文型による比較で取り上げた「ていただけませんか」・「てくださ
いませんか」・「ていただけますか」の尊敬表現による依頼文の比較である。この３つの中で、「て
いただけますか」は、今回の調査対象者が勉強してきた初級の『みんなの日本語Ⅰ・Ⅱ』では出
て来ず、中級教材の『上級へのとびら』にも出てきていない。その後の『文化中級日本語Ⅱ』で
2回だけ出てきている。今回の教材を比較した限りでは、この３つの中で、調査対象者にとっては、
「ていただけますか」が最も聞き慣れていない文型と言える。一方で正答率の高かった「てくだ
さいませんか」は『みんなの日本語Ⅱ』で「例文」や「会話」、「文型」に出てきたあとで、さら
に９問の練習問題があり、「ていただけますか」に比べて定着が図れる。この3つの尊敬表現によ
る依頼文においても、教材の取り上げ方には差があると言える。
６. まとめ
　本稿では誤答の要因となり得る文法項目の中でも、①授受動詞の許可・依頼の表現②使役の許
可・依頼の表現に焦点を絞って、その主語を問う問題を行うことで、学習者にとっては何が難し
いのか、どのような条件だと正答率が下がるのか、調査を行い、考察してきた。
　調査の焦点の１つ目、授受動詞の依頼・許可表現については、文型によって正答率に違いがあっ
た。そして、この正答率の違いには、教材での取り上げ方の違いにより、学習者にとって聞き慣
れた文型とそうでない文型があることが関係していると考えられる。学習者は教室以外の場面で
も、日本語を摂取し吸収しているはずだが、このように教材での取り上げ方の違いにより、正答
率の違いが見られたということからは、授業の中で教師が他の文型での言い方があるということ
も積極的に教えていく必要があると言える。
　調査の焦点の２つ目、使役については、他の項目よりも正答率が低かったことから、やはりこ
うしたヴォイスは誤答につながる要因の１つといえると思われる。文法項目を教える際に間違え
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やすいものは、やはり聴解でも難しく、聴解練習の中でも文法項目にも重点を置いて取り組むこ
との重要性を指摘したい。
　そして、今回着目した①否定、②動詞の方向性、③使役、④待遇性の４つの観点をふまえて新
たに分かったことを３点述べたい。第一に、問題の肯否に関しては初中級レベルではやや否定が
難しいようだが、中上級レベルでは肯否での差は出ず、否定形であるために誤答に繋がる、とい
うよりも、どの文型が使われているかということが誤答への要因になっているという点である。
第二に、方向性のある動詞を用いた問題の方が、日本語レベルの高い中上級レベルで正答率が低
かったことから、方向性のある動詞と他の文法カテゴリー等が一緒に使われることで、より正答
率も低くなるという点である。第三に、どちらのレベルにおいても、平均正答率からは、文体に
よる正答率の違いはみられなかったことから、文体というよりも、個々の文型や動詞の種類、活
用形によって誤答に繋がる可能性がある、という点である。
　今回の調査では全て主語を問う問題であったが、それにもかかわらず、正答率には違いがみら
れた。主語がないから違いに繋がるのか、主語があったらどこまで聞けるのか、筆記テストでは
分かるのか、等の追加の調査が必要だと思われる。また、今回は出版された問題集を使って調査
をおこなったが、今後は問いたいものに的を絞った問題を自ら作成したうえで、授受表現を細分
化して調査を進めていきたい。学生が聞き取れない要因として、語彙力などの文法以外の問題も
あると思われるが、統計的な処理ができる、説得力のある実験をおこなっていくことで、文法能
力と聴解能力との関係性をさらに詳しくとらえていきたい。
注
（1）国際交流基金（2012）
（2）庵功雄（2012）
（3）日本語記述文法研究会（2009）　
（4）53課②の問題文は「ここに送っていただけますか」であり、「ここに」となっているが、「私に送る」という
ことも可能であるため、本稿では方向性のある動詞に数えた。
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聴解練習【分野別対策①許可・依頼・主語の不明確】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラス　　　　　　名前　　　　　　　　　　
問題１：男の人がしますか。女の人がしますか。するほうに〇を書いてください。
例）
男 女
〇
男 女
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／15
問題２：男の人がしますか。女の人がしますか。するほうに〇を書いてください。
男 女
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／10
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参考資料2：わくわく文法リスニング【53課】スクリプト
【53課】「作ってくれませんか」
①女：すみません、これ、見てもいいですか。
　男：ええ、いいですよ。
②女： ここに送っていただけますか。
　男： はい。
③女：これ、ちょっと使ってもいいですか。 
　男：ええ、いいですよ。
④女： ねえ、あれ、とってもらえない？
　男： うん、いいよ。
⑤女： まど、開けてもいい？
　男： うん。
⑥女： ねえ、ちょっと来てくれる？
　男： うん。
⑦女： これ、読んでもいいでしょうか。
　男： あ、どうぞ。
⑧女： もっと説明してくださいませんか。
　男： はい。
⑨女： 少し手伝ってもらえませんか。
　男： ええ、いいですよ。
⑩女： もう帰ってもいい？
　男： うん。
⑪女： 写真をとってもよろしいでしょうか。
　男： ええ、どうぞ。
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⑫女：ドア、閉めてくれない？ 
　男： うん。
⑬： そのかばん、取っていただけませんか。
　男： あ、はい。
⑭女： もう少しゆっくり歩いてくださいませんか。
　男： ああ、はい。
⑮女： 少し休んでもいいでしょうか。
　男： ええ、いいですよ。
参考資料3：わくわく文法リスニング【53課】スクリプト
【84課】「これ、使わせてもらえませんか」
①女： ねえ、ドア、開けてくれる？
　男： ああ、いいよ。
②女： 少し説明させてくださいませんか。
　男： ええ。
③女： 連絡してもらえないでしょうか。
　男： はい、わかりました。
④女： すみません、ちょっと後ろを通らせてください。
　男： あ、はーい。
⑤女： ねえ、あれ、取ってくれない？
　男： え、どれ？
⑥女： ここに名前を書いていただけますか。
　男： はい。
⑦女： あしたの会議ですが、欠席させてもらえませんか。
　男： ええ。いいですよ。
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⑧女： このペンちょっと貸してもらえますか。
　男： ええ。
⑨女： ちょっとやらせてくれる？
　男： うん、いいよ。
⑩女： 駅まで迎えに来ていただけないでしょうか。
　男： ええ。
（日本文学専攻　博士課程前期１年）

